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● 概 要 ： 公益財団法人国際環境技術移転センター(ICETT)が、パラオ共和国における水資源の確保

や、水道事業の運営改善等に資するため、パラオ公共事業公社職員 5 名に対して、管路更新計画や漏水

管理に関する日本の技術を学んでもらうための研修を八千代エンジニヤリング株式会社とともに共同で

実施します。 

本研修では、三重県内の水道事業体による水道維持管理についての講義及び現地活動の視察などが行

われ、鳥羽市では水道事業の概略や離島への送水などの特徴的な取組みの紹介のほか、市内各地に配置

している施設の稼働状況をモニタリングする「中央監視システム」の視察などを予定しています。 

※ICETT：諸外国の環境改善をめざし、地球環境の保全と世界経済の健全な発展に寄与するため、我が国の環境保全

システムを円滑に移転していく機関として産・官・学の協力によって設立。（理事長：三重県知事） 

 

● 日 時 ： 令和４年１１月１日（火） ９：３０～１２：３０ 

      日程（予定） 

9:30～10:00 市長との面談 鳥羽市役所 ２Ｆ 市長室 

10:00～11:00 講義 西庁舎 ３Ｆ 中会議室 

11:00～12:30 視察 小浜海底送水点 岩倉水源地 

 

● 研修生： パラオ公共事業公社（PPUC）職員５名 

 

● その他：  

本研修は、独立行政法人国際協力機構（JICA）の実施する「パラオ国無収水削減能力向上プロジェクト」

の一環として実施されます。 

令和 ４年１０月２５日（火） 

【照会先】 

鳥羽市水道課 

担当：河原光寿 

℡ 0599-26-2780 

タイトル パラオ共和国からの研修生が鳥羽の水道について視察します 


